
様式第５号 

令和３年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 ３４ 学 校 名 静岡高等学校（全日制） 記 載 者 副校長 須藤 秀幸 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

毎日の学習及び生活の

リズムを確立する 

○「規則正しい生

活をしている(生活

リズムが確立して

いる）」と自己評価

する生徒 70%以上 

○あいさつができ

ると自己評価する

生徒 80％以上 

Ｂ Ｂ 

成果目標に届かなかったものの生

徒アンケートの結果は毎年向上し

ており、効果的な指導が継続され

ていると評価できる。 

あいさつに関しては身だしなみ、

マナーと併せて品格の根幹をなす

要素なので、現状でよしとせず、

先生方からも声を掛けてほしい。 

イ 

「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの

授業改善を推進し、知

的好奇心や探究心を喚

起する 

 

○授業を大切にす

る生徒、主体的に

学ぶ生徒の育成 

○「授業の内容が

よくわかる」と自

己評価する生徒

80%以上 

〇測定ツールで把

握した学力に基づ

き授業改善に取り

組む教員 90％以上 

Ａ Ａ 

授業参観から授業を大切にしてい

る生徒たちの姿が見えた。 

生徒の好奇心を喚起し、勉強の面

白みを伝えるスキルを発揮してほ

しい。最新の教育ツールを活用す

ることも必要であろう。 

ＩＣＴの活用で板書時間の節約な

ど効率が上がることを感じた。 

「主体的・対話的で深い学び」を

大切にした授業改善が求められて

いる。知的好奇心を喚起する授業

への生徒評価が 69％である点は今

後の課題である。 

ウ 

低学年からの高い志の

育成に努め、進路実現

を図る 

○進路行事実施後

の進路意識の向上 

○第１志望（３年

次当初）の大学に

出願する生徒の割

合 70% 

Ｂ Ｂ 

コロナ感染対策による進路行事へ

の制約が多い中、実施方法を工夫

して対応していると思う。 

人間力を測る尺度が学力だけでな

いことを教えてほしい。職場体験

などは参考になると思う。 

エ 

学校行事や部活動に主

体的に参加し活動する

とともに社会に貢献す

る 

○学校行事、部活

動に積極的に取り

組む生徒 80％以上 

○1部活 1社会貢

献活動貢献活動

100% 

Ｂ Ｂ 

新型コロナ感染症の制約はある

が、１部活１社会貢献活動は地域

で何が求められているかを押さえ

た上で活動していただきたい。 

88％の生徒が行事や部活動に積極

艇に取り組んでいるのは高く評価

できる。 

オ 

読書習慣の定着と読書

量の増大、図書館利用

の推進を図る 

○朝の読書週間 

年２回実施 

○図書館開放 年

300日以上 
Ｂ Ｂ 

新型コロナ感染症の制約の中年間

282日の図書館開館は評価でき

る。 

先生がおすすめの本を紹介するな

どのＰＲ活動も今後考えてはどう

か。 
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カ 

生徒及び職員が心身と

もに健康で過ごすこと

ができる校内環境を整

備する 

 

 

 

○学期１回以上の

校内情報交換会 

○健康観察を通し

ての情報共有 

○学習環境の美化

に努める生徒の育

成、学期 1回の安

全点検 

Ａ Ａ 

カウンセラーの活用、コンサルテ

ーション、ケース会議の開催など

機能的に対応し手厚いケアができ

たことは評価できる。 

生徒、保護者の「施設・設備、環

境の整備」に関する評価が低いの

が気に掛かる。 

感染対策への意識、具体的対策が

高まっていることがこの２年間で

見て取れた。 

ゴミの処理についてはもっと徹底

していきたい。 

キ 

職員の校内外の研修を

充実させる 

○教職員による

「スクール・ポリ

シー」の共有 

〇「育てたい資

質・能力」を意識

した授業改善に向

けた研修機会の充

実 

Ａ Ａ 

「授業改善」「スクール・ポリシ

ー」「学習評価」をテーマとした

校内研修会、延べ 30回を超える

授業力向上研修への参加は評価で

き、策定されたスクール・ポリシ

ーは秀逸である。 

ク 

新学習指導要領に対応

した教育課程への移行

準備及び土曜オープン

スクールの充実を図る 

「カリキュラム・

マネジメント」の

視点からの教カリ

キュラム完成 

○中学生及び保護

者等の土曜オープ

ンスクールへの参

加者数のべ 1000

人以上 

Ａ Ａ 

目標を超える 1499人のオープン

スクール参加者に授業内容、ＩＣ

Ｔ活用の状況を実際に見てもらっ

たのはよかった。学校ＨＰの頻繁

ンな更新も効果的な広報となっ

た。 

新教育課程への準備、魅力の維持

等による教員の過労が心配され

る。 

ケ 

校内外のプログラムや

外部人材の活用を通

し、グローバルな視野

の育成及び国際交流を

推進する。 

○参加生徒、教職

員の視野の拡大 

○各種プログラム

参加者の増加と意

識の向上 
Ａ Ａ 

エンパワーメントプログラム、Ｐ

ＤＡディベート大会、ＷＷＬ高校

生国際会議、データサイエンス講

座等、生徒が多くの研修・交流プ

ログラムに参加して、大きな刺激

を受け、視野が広がったことは評

価できる。 

様々なプログラムが用意されてお

り生徒の期待に十分応えられてい

る。 

コ 

「学校における働き方

改革」に組織的に取り

組む 

 

○行事、業務の見

直しを行い、必要

に応じて学校行事

や業務を精選する 

○月 1回の産業医

への勤務状況報告

と指導助言の実施 

Ａ Ｂ 

働き方改革に取り組んだとは思う

が、社会全体の流れと比較すると

まだまだ改革するべき点がある。 

正規の授業、授業準備、部活動や

採点、書類業務等が変わらない中

で労働時間だけ削れといってもな

かなか難しいことがわかる。困難

であっても継続的に取り組んでほ

しい。 

 


